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特別セッション「データサイエンスへの展望」

2018/9/11 統計関連学会連合大会 1



内容：総務省統計コミュニティの取組み
• はじめに：問題意識
• データ提供の取組み

• オープンデータの取組み：マクロデータのユーザー利活用環境の整備
• 統計教育標準データ提供とコンペティション
• データサイエンス駆動型研究のためのミクロデータと分析環境提供

• 教育環境提供の取組み
• 一般市民のデータサイエンス力育成
• 行政データサイエンティストの育成

• データサイエンスの公的統計実務研究と実務展開
• おわりに
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はじめに：問題意識と公的統計改革
• コトつくり限界費用≒0の時代

• データとアナリティックスの価格崩壊
• コトつくり経済価値の増大

• コトつくりのもたらす産業と社会の革命
• 経済価値・知識価値・感情価値の高いプログラム創生
• コトつくり生産手段の社会共有
• コトとモノの共有

• コト生産技術としてのデータサイエンス定義の再確認
• 情報社会設計科学
⇒情報に基づくオペレーション(シグナル性プログラム)の設計科学

「公的統計改革」⇒統計法・統計センター法改正
公的統計分野の支援：教育・研究用データ・環境＋教材
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環
境
・
基
盤
の
整
備

統計改革推進会議最終取りまとめの
全体構成（イメージ）[内閣官房2017年5月25日]

１．EBPM（証拠に基づく政策立案）
推進体制の構築

（１）基本的な考え方
（２）推進の要の整備
（３）政策、施策、事務事業の各段階における取組

２．GDP統計を軸にした経済統計の
改善

（１）GDP統計の体系的整備の全体像
（２）より正確な景気判断に資する基礎統計改善、GDP

統計の加工・推計手法改善に向けた取組
（３）生産面を中心に見直したGDP統計への整備

３．ユーザーの視点に立った統計シス
テムの再構築と利活用促進

（１）各種データを用いた統計的分析の推進
（２）社会全体における統計等データの利活用の促進

４．報告者負担の軽減と統計業務・
統計行政体制の見直し・業務効
率化、基盤強化

（１）報告者負担の軽減
（２）統計業務の見直し・業務効率化及び各種統計の

改善
（３）統計行政体制の見直し
（４）統計改革の推進の基盤強化

EBPMプロセスを通じた
経済統計の改善

経済構造の正確な把握
によるEBPMの促進

政
策
・
統
計
の
改
善

利活用促進 リソース確保
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以下2スライド：内閣
官房最終とりまとめ
参考資料より抜粋
http://www.kantei.g
o.jp/jp/singi/toukeik
aikaku/pdf/saishu_s
ankou.pdf
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ユーザーの視点に立った統計システムの
再構築と利活用促進

各種データの利活用推進のための統計関係法制等の見直し・整備

社会全体における統計等データの利活用の促進

 利活用が限定的な統計の個票データや、利活用規定の不十分な行政記録情報や地方自治体・民間が保有する各種
データについて、セキュリティを確保しつつ､利活用を促進するための統計関係法制等の見直し・整備

 EBPM推進委員会が、統計等データのユーザーからの提案募集を実施
各府省のEBPM推進統括官の下、外部からの統計等データの問合せや要望への対応のための体制を整備
統計等データの利活用のための基盤の整備
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【具体的な取組（例）】
• 地方自治体・民間が保有する各種データへの各府省による提供要請や
提供されたデータの保護、統計委員会を通じた各府省と地方自治体・民
間のあっせん等の仕組の整備

• 各府省が、未提供のデータ等の提供要請を受けた場合に、データの性質
や利用目的等の類型に応じ、提供の判断を適切に行うためのガイドライ
ンの策定

【具体的な取組（例）】
・ e-Stat（政府統計の総合窓口） への行政記録情報の検索機能追加など、抜本的な機能強化
・ オンサイト施設（p.12参照）の整備の推進
・ 一般の人が利用できる匿名データ（匿名化した個票データ）の提供始
・ 行政記録情報の標準化・電子化

内閣官房
2017/05/25
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データ提供の取組み
オープンデータの取組み：マクロデータのユーザー利活用環境の整備
統計教育標準データ提供とコンペティション
データサイエンス駆動型研究のためのデータと分析環境提供
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7

マクロデータのユーザー利活用環境の整備

ユーザーの
要求水準

ユーザーの人数

初級

中級

上級

①統計Dashboard

公的統計の使用経験の無い方

②API 機能 & jSTAT MAP

定期的にe-statを使うユーザー
自情報システムとの自動結合
GIS

③統計 LOD:Linked Open Data

次世代e-stat ユーザーを目指した提供
様々なマクロデータとの統合可能性

ユーザーの水準 提供サービス

※e-Stat：公的統計のポータルサイト

e-Stat
ユーザー

2018/9/11
統計関連学会連合大会

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Next, 
let's explain the activities on the provision of macro data,
which is the output of public statistical survey.

As well as providing micro data, 
we are handling users of Macro data also in three layers as shown this slide.

For beginners, we provide an information system called "statistics dashboard".

As a service for intermediate users, 
who routinely use public statistics,
We implemented "API function" and "jSTAT MAP" in e-Stat.
This service is aimed at improving the convenience of e-Stat users.

For the advanced users, 
we offer data of the format "statistical LOD".
Rather than improving existing statistical services, 
I think this LOD service is upfront investment in statistical services for the next generation.
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統計 Dashboard：統計データの見える化
統計 Dashboard

多様な統計情報を初心者にわかりやすいように図表化して要約提供するシステム（２０１７～）

Example:
2017/03の
英文トップページ

キッズ・スタット
小中学生向け
統計データ検索サイトも
整備(2018～)

2018/9/11

統計関連学会連合大会

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
This slide shows Statistics Dashboard for beginners.

In e-stat, 
users needed to find, download and visualize their concerning macro data by themselves, 

but using the statistics dashboard, 
major statistics are processed into graphs and displayed in a list.

As shown in this screen, 
Statistics Dashboard can display graphs of concerning time series 
such as population and unemployment rate from the beginning.

I expect this service will contribute broadening the base of users of official statistics.



統計におけるオープンデータの高度化
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統計データの提供方法を高度化し、新たな付加価値を創造するサービスや革新的な事業の創
出などを支援する取り組みを、総務省統計局と連携し行っており、政府が取り組んでいる
オープンデータの推進を先導。

活用例１：利用者の情報シス
テムにe-Statのデータを自動
的に反映

活用例２：ユーザー保有やイ
ンターネット上のデータ等と
連動させた高度な統計データ
分析

ＡＰＩ機能による統計データの提供

統計データを機械判読可
能な形式で提供するＡＰ
Ｉ機能（Application 
Programming Interface）
を提供中

利用登録者数 ３１６２人
統計データへのリクエスト件数 約２２７２万件
（平成27年3月26日現在）

地図による小地域分析(jSTAT MAP)
ユーザー保有
のデータ

活用例１：任意に指定したエリアによる集計や、
利用者が保有するデータと統計データを組み合
わせ、集計結果を地図上で視覚的に把握可能

活用例２：選択したエリア
の年齢構成等の基本的な分
析結果のレポート作成

任意に指定したエリ
アによる集計や利用
者が保有するデータ
の取り込み集計する
機能などを提供

利用登録者数 ２３３４人
ログイン件数 約２３０００件
（平成27年3月26日現在）

タブレット用アプリも
提供中

開発支援情報も提供中

2014.10.31から運用開始

2015.1.20から運用開始

独立行政法人
統計センター

統計を
つくる・
活かす・
支える

政府中央統計機関
の一翼を担う
ビッグデータ時代
の支援活動
「統計を活かす」
ミクロデータの
研究利活用

オンサイト拠点
試行事業開始
2017/01

統計データ利活用
センター2018/04
和歌山市に設置

利用登録者数 約４万５千
名
ログイン件数：約７６万件
2018年3月31日現在

利用登録者数約1万３千名
APIリクエスト件数：約１億６百万件
2018年3月31日現在

地図で見る統計（jSTAT MAP）

2018/9/11

統計関連学会連合大会
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統計Linked Open Data：リンクされた項目数世界1
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From link to files to link to data

Addresses が
各ファイルに付与

(http://www.e-stat.go.jp/xls
0001.xls)

Addressが各データ項目に付与
(http://data.e-stat.go.jp/lod/…/obs00001)

Link to files Link to data

Total Male Fem

Saitama

Kawaguchi

Wikipedia

LOD  - TOP Levels of Open Data -

2018/9/11 統計関連学会連合大会

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
The slide summarizes role of statistical LOD for advanced users by showing what kind of information change occurs by attaching statistical LOD, 
that is, advanced metadata to the macro data. 

While previous meta data was provided by giving an address to each file, 
the statistical LOD is provided  by giving the address to each data unit.

This clarifies not only the meaning of each data, 
but also clarifies the link possibility between data.





2018/06/27 統計教育用標準データの提供とコンペ
Standardized Statistical Data Set for Education
https://www.nstac.go.jp/SSDSE/
• 都道府県・市町村のすがた（社会・人口統計体系）

• 全市区町村（東京23区を含む）：1741自治体
• 791市, 744町，183村，23区
• 生徒誰もがどこかに所属．有名な市町村も多い．

• 111変量抽出：完備データセットに加工
• 人口・世帯，自然環境，経済基盤，行政基盤，教育
• 文化・スポーツ，居住，健康・医療，福祉・社会保障

• 高校探究科目，大学データ分析教育，Good Practice 共有化への活用
• 文科省の日本食品標準成分データベース（2198×63）

• 教育用標準データの量的階層性
• 都道府県データ・教室内データ取得（50件規模）：小中学校
• 市町村データ，上場企業データ（1500～2500件規模）：高校・大学
• 定型的ビッグデータ（数万件規模）：匿名ミクロデータ：大学院
• 画像・音声などのビッグデータ

2018/9/11 統計関連学会連合大会 11



標準データセットによる
Good Modelling Practicesの知の全国共有
• 統計データ分析コンペティション

• 総務省，独立行政法人統計センター，一般社団法人日本統計協会共催
• 後援（予定）：国立研究開発法人科学技術振興機構，

一般社団法人日本統計学会，全国統計教育研究協議会
• 高校生の部（高等学校，高等専門学校1-3年次）
• 大学並びに一般の部

• 個人またはグループ，指導教員の指導可
• エントリー期間：8月10日締め切り：合計100件
• 論文提出締め切り：9月18日

• 論文要旨＋論文（8ページ以内）を所定の様式で提出
• 受賞論文の決定・発表：10月18日（統計の日）
• 1月全国統計大会で表彰：総務大臣賞，優秀賞，日本統計協会賞

• 優秀論文を雑誌「統計」に掲載することを検討中

2018/9/11 統計関連学会連合大会 12



和歌山県和歌山市2018/04/01
地方創生Good Practiceをデータで：和歌山モデル
From Wakayama to the World

• データ利活用推進拠点の設置
• 総務省統計局・統計センター「統計データ利活用センター」
• 和歌山県「データ利活用推進センター」

• 地域創生EBPM研究活動：和歌山大，和歌山医大，同志社大，東大などの協力
• 啓発活動：第2回和歌山県データ利活用コンペティション参加者募集について

• 和歌山県では全国の高校生、大学生等を対象に、様々な行政課題に対するデータを利活用した
解決アイデアを募集して、優秀な提案を表彰する「第2回和歌山県データ利活用コンペティショ
ン」を開催します。詳しくは、HPをご覧ください。

• 【募集期間】2018年9月3日(月)～10月16日(火)
• 【対 象】

• 高校生の部：高等学校、高等専門学校１年から３年まで、専修学校高等課程、特別支援学校高等部の在学生
• 大学生の部：大学、大学院、短期大学、高等専門学校４年・５年、専修学校専門課程・一般課程の在学生
【詳 細】以下ウェブサイトをご覧ください。
https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/020100/compe.html
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データサイエンス駆動型研究のための
ミクロデータと分析環境提供

• 相互に関連する目標
• 効果的・効率的な証拠に基づく
政策マネジメント(EBPM)の実現

• Evidence Based Macro Policy Making
⇒Evidence Based Micro Policy Management

• トップダウン＋ボトムアップ
• データ中心社会設計科学の確立

• ミクロ社会の経営研究
• ビッグデータ時代の情報基盤確立

• 統計データとのリンケージ
• 民間・社会ビッグデータの価値向上
• 囲い込まれているデータの偏り補正
• 質の高いデータ編成(Editing)技術の向上

統計
マクロデータ

統計
ミクロデータ

中央・地方行政情報

民間ビッグデータ

中央・経済政策
社会・経済研究

公助

地域経済経営研究
共助・自助

2018/9/11 統計関連学会連合大会 14



公的統計ミクロデータ利活用
日本が実現したこと＋目指していること

• 提供データの分類軸
• R:実データ vs N:ノイズ付加データ
• A:匿名データ vs NA:非匿名データ
• F:完全データ vs P:一部データ

• データを直接眺められるか？
• S, NS

• 提供サービスのAccessibility
• L:常時・誰でも・何処でも利用可能
• M:利用者・利用期間の制限
• H:利用者・利用期間・利用場所の制限

• 分析結果の持ち出し審査

オンサイト
拠点

リモート

アクセス

プログラム送付

研究利用型匿名化ミクロデータ

Scientific Use File

検討開始：一般利用型匿名化ミクロデータ

Public Use File

R/NA/F/S/H

R/?/?/S/M

R/?/?/NS/M

R+N/A/P/S/M

N/A/P/S/L

実現・運用開始

オーダーメード
集計制度は存在

匿名
データ制度

リモート
アクセス型
オンサイト

ユーザー層の広さ

利
用
の
公
益
性
・
利
用
者
の
力
量

2018/9/11 統計関連学会連合大会 15



オンサイト施設におけるミクロデータの活用
オ ン サ イ ト 施 設 中 央 デ ー タ 管 理 施 設

シンクライアント端末

仮想PCサーバ 調査票情報

仮 想 P C の 画 面
の み を 転 送

仮 想 P C
監視カメ
ラ

SINETを活用した
専用線 による接続

・SINET
全国の大学、研究機関等を結ぶ
学術情報ネットワーク
(国立情報学研究所が構築、運用)

遠 隔 操 作

統計データ利活用センター(和歌山)

審査

等運用管理業務

登録 管理

専 用 線 に
よ る 接 続

・シンクライアント端末
ユーザーが使用する端末の機能は必要最小限に
とどめ、サーバー側で処理を行う仕組み

インターネットに接続できない

すべての調査項目を利用した探索的、

創造的な分析・研究を行うことが可能。

一橋大学 神戸大学 滋賀大学 多摩大学

(８月１日現在)

統計センター 統計データ利活用
センター(和歌山)

群馬大学 新潟大学

１
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霞が関オンサイト
設置に向けて

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、オンサイト施設の仕組みについて、ご紹介します。

オンサイト施設に設置する端末は「シンクライアント端末」で、簡単に言うとキーボードとモニタのみで、中央データ管理施設に設置されたサーバーに作られた仮想ＰＣを、オンサイト施設利用者が遠隔操作します。

オンサイト施設とデータセンターは、ＳＩＮＥＴと呼ばれる（国立情報学研究所が構築、運用し、）全国の大学、研究機関等を結ぶ学術情報ネットワークを利用して、
ＶＬＡＮで接続しています。

シンクライアント端末で操作した情報は中央データ管理施設に送られ、そこの仮想ＰＣがサーバーにある調査票情報を処理し、画面の情報がシンクライアント端末に送られ表示されます。

シンクライアント端末には、ハードディスクやＵＳＢメモリ等の外部記憶装置を接続することはできないので、調査票情報等を複写して持ち出すことはできません。
また、調査票情報だけでなく分析結果も、研究者ごとにサーバーに用意されたエリアに保存されます。

研究者が保存した分析結果をオンサイト施設から持ち出そうとする場合は、調査票情報が含まれていないか、個人を特定しうる情報が含まれていないかなどの審査を経て提供されます。
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調査名 年次，月次 調査名 年次，月次

国勢調査 平成22年 社会生活基本調査 昭和56年，平成23，28年

住宅・土地統計調査 平成25年 経済センサス-基礎調査 平成26年

家計調査 平成26年1月～平成27年12月分
経済センサス-活動調査
(総務省統計局所管分)

平成24年

労働力調査 平成26年1月～平成27年12月分
経済センサス-活動調査
(経済産業省所管分)

平成24，28年

労働力調査特別調査 平成26年1月～平成27年12月分 工業統計調査 平成26年

就業構造基本調査 平成24年 商業統計調査 平成26年

個人企業経済調査（動向編） 平成26年1月～平成27年12月分 特定サービス産業実態調査 平成27年

個人企業経済調査（構造編） 平成26年1月～平成27年12月分 経済産業省生産動態統計調査 平成28年

サービス産業動向調査（拡大） 平成25年 経済産業省企業活動基本調査 平成28年1月～平成29年12月分

サービス産業動向調査（月次） 平成25年1月～平成27年12月分 商業動態統計調査 平成28年1月～平成29年12月分

家計消費状況調査 平成27年1月～平成27年12月分
経済産業省特定業種石油等消
費統計調査

平成28年1月～平成29年12月分

科学技術研究調査 平成24，27年 石油製品需給動態統計調査 平成28年1月～平成29年12月分

全国消費実態調査 平成26年 ガス事業生産動態統計調査 平成28年1月～平成29年12月分

黒字
総務省
統計調査

赤字
経済産業省
統計調査

2018/9/11

統計関連学会連合大会

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
現在は試行運用中ということもあって、８月１日現在で利用可能な統計調査はここにあるとおりですが、順次追加登録しておりますので、ご期待ください。

冒頭申しましたが、シンポジウム終了後に、後方で職員がご相談応じますので、ご活用ください。

ご清聴ありがとうございました。



総務省の教育支援の取組み

一般市民のデータサイエンス力育成
• 統計局の取組み

• 統計指導者研修事業(2002~)
• 統計を学ぶサイト

• なるほど統計学園(2010~)
• なるほど統計学園高等部(2013~)
• 統計力向上サイト

• データサイエンス・スクール
• オンライン講座提供(2014~)

• 社会人のためのデータサイエンス入門
• 誰でも使える統計オープンデータ

• 統括官室監修教材提供(日本統計協会）
• 生徒のための統計活用～基礎編～

• 同指導者用（H28）
• 高校からの統計・データサイエンス活用～上級編～

• 同指導者用（H29）

行政データサイエンティスト
• 総務省統計研究研修所

• 公務員の統計教育がミッション
• 1921：統計職員養成所として設立
• 主として公的統計に関する研修

• 統計入門課程：4課程（オンライン2課程）
• 統計基本課程：7課程（本科研修を含む）

• 統計思考力・データ分析力
• 統計専門課程：9課程：統計実務活用力

• 2018年度からの新たな取り組み
• 官庁データサイエンティスト育成

• データサイエンス入門
• ビッグデータ利活用

• EBPM関連
• 政策立案と統計，政策評価と統計

• 2019年度概算要求による事業拡大？

2018/9/11 統計関連学会連合大会 18



データサイエンスの
公的統計実務研究と実務展開
標本理論に基づく集計
→モデルの活用 Since 2018/01

総務省統計局消費統計化課
消費動向指数開発・実装
CTIミクロ：家計消費指数

プロペンシティスコア
非標本抽出データとの融合

CTIマクロ：総消費動向指数
状態空間モデル

速報性のある指標
2017/07 消費動向指数研究協議会

家計統計Codingのエキスパート投入
→自動化
• Supervised multiclass 

classifier for auto-coding 
based on partition 
coefficient

• 統計センター統計技術研究課
• 床上級研究員・佐藤研究担当理事
• KES-IDT-18:Best Paper Award

• Knowledge Based and 
Intelligent Engineering Systems, 
Intelligent Decision System

2018/9/11 統計関連学会連合大会 19



おわりに
統計関連学会への期待
データ利活用のGood Practice地域創生研究などへのご協力
オンサイト拠点の各県設置への立候補と積極利用
科研費縛りは無くなると予想，利用料問題の発生

統計データ標準データセットを活用した教材開発へのご支援
匿名化ミクロデータを活用した教育実践と教材開発へのご支援
関連コンペへの研究室などの学生の参加省令
統計研究研修事業の高度化への支援

2018/9/11 統計関連学会連合大会 20
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